
講習名

開催日

担当講師

講習概要

到達目標

受講者への

連絡事項

時　限

― 8：30～ 9：00 30

― 9：00～ 9：10 10

1 9：10～10：25 75

2 10：40～11：55 75

― 11：55～12：35 40

3 12：35～13：50 75

4 14：05～15：20 75

試験 15：35～16：35 60

― 16：35～16：45 10

ワークショップ①：演劇的手法による授業構想の体験

昼食・休憩

ワークショップ②：国語科における演劇的活動の実践

ワークショップ③：「演劇」を取り入れた授業を作ってみる

筆記試験

評価書記入、事務連絡

　床に座ったり寝転がったりする場面もありますので、動きやすい服装でご参加くださ

い。女性の方のスカートでの受講はご遠慮ください。また、上履きを持参される方がよ

ろしいです。

時　　間 内　　容

受付

オリエンテーション

ワークショップの手順および「演劇的手法」と「演劇的活動」

教員免許状更新講習シラバス

【選択】ワークショップ：演劇を活用する国語科の授業

　－「演劇的手法」と「演劇的活動」の両面から－

令和3年8月23日(月)

浅田　孝紀（文学部講師）

　近年各方面で注目されている「演劇的手法」と、従来より行われてきた「演劇的活

動」に関し、特に国語科の授業に適用ないし応用していく方途について、主にワーク

ショップの中で教師自身が何かに「なってみる」活動を行うことを通して学んでいく。

　主教材は高等学校のものを用いる予定だが、主眼とするのは授業に応用できる技法の

習得なので、小中高といった校種別には関係なく受講していただける内容にする。

　「演劇的手法」と「演劇的活動」の特徴を理解したうえで、教師自身が授業において

ファシリテーターとなり、多様な授業場面に応用していける技能を身に付ける。


